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小山　曙美さん
＜9回生・15代校長＞

1957年3月卒業
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西
南
の
歴
史
に
つ
い
て

な
ぜ
、
北
海
道
大
学
教
授
に

作
詞
を
依
頼
し
た
の
か
2

今
い
ち
ど
西
南
枚
歌
っ
て

長
崎
西
と
創
立
時
を
同
じ
く
す
る
長

崎
乗
は
、
旧
制
長
崎
高
女
の
校
舎
を
引

き
継
ぎ
、
校
歌
は
東
高
関
係
者
に
依
頼

し
、
1
年
後
の
創
立
記
念
日
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
長
崎
西
は
原
爆
で
焼

失
し
た
旧
制
壇
浦
中
の
跡
地
に
校
舎
を

建
設
す
る
こ
と
が
急
務
で
、
全
校
生
徒

が
一
つ
の
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
昭
和
2
5
年
9
月
か
ら
で
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
西
高
の
校
歌
制
定
の

動
き
は
、
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
言

え
ま
す
。

そ
こ
で
、
西
高
の
校
歌
制
定
の
経
緯

に
つ
い
て
、
別
表
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

私
な
り
に
い
く
つ
か
考
察
し
て
み
ま
し

た。

初
代
校
長
小
谷
巨
三
郎
先
生
の
「
小

谷
手
帳
」
に
よ
る
と
、
最
初
の
校
歌
制

定
委
員
会
が
昭
和
2
5
年
1
2
月
に
設
置

さ
れ
、
こ
の
会
合
に
お
い
て
、
昭
和
2
5

年
度
の
1
年
間
だ
け
西
高
に
在
職
さ
れ

た
門
前
眞
一
先
生
が
、
作
詞
者
に
風
巻

景
次
郎
教
授
を
推
薦
さ
れ
た
の
で
は
な

いか。両
者
の
接
点
は
、
①
共
に
『
源
氏
物

語
』
を
中
心
に
研
究
さ
れ
た
国
文
学
者

で
、
学
会
で
同
席
さ
れ
る
な
ど
知
己
の

関
係
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
②
風

巻
教
授
は
東
京
帝
大
・
文
・
国
文
学
科

卒
業
。
岬
方
、
依
頼
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
門
前
先
生
は
京
都
帝
大
・
文
・
国

文
学
科
卒
業
で
、
風
巻
教
授
の
2
歳
下

と
い
う
同
じ
世
代
。

風
巻
教
授
は
卒
業
後
、
大
阪
府
立
女

専
な
ど
を
経
て
、
戦
後
、
北
海
道
大
学

国
文
学
科
教
授
と
し
て
約
1
0
年
在
職
。

門
前
先
生
は
卒
業
後
に
奈
良
女
高
師

な
ど
を
経
て
、
熊
本
の
五
高
教
授
を
1
7

年
余
り
。
戦
後
、
現
在
の
信
愛
女
学
院

校
長
の
あ
と
、
長
崎
に
新
設
の
県
立
女

短
大
で
国
文
学
の
教
授
と
な
る
予
定
が

英
文
科
設
置
に
変
更
と
な
り
、
困
っ
た

県
が
1
年
間
だ
け
西
高
に
お
願
い
し
て

勤
務
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

（
私
は
五
高
で
門
前
先
生
の
国
語
の
授

業
を
受
け
ま
し
た
。
知
人
の
北
海
道
大

学
の
風
巻
教
授
に
作
詞
を
頼
ん
で
く
れ

ま
し
た
）
　
（
森
一
郎
先
生
）
。
（
門
前

先
生
は
風
巻
氏
と
お
知
り
合
い
だ
っ
た

の
で
は
・
・
）
　
（
塚
原
末
子
先
生
）

…
色
娼
㍍
摘
募
集
を

翌
昭
和
2
6
年
6
月
に
校
歌
の
校
内
募

集
に
取
り
掛
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

①
前
年
度
に
働
き
か
け
た
風
巻
教
授
が

校
歌
の
作
詞
を
断
わ
ら
れ
た
の
で
は
沿

いか。当
時
、
風
巻
教
授
の
吉
と
に
は
北
海

道
の
高
校
2
0
数
校
か
ら
作
詞
依
頼
が
あ

り
、
忙
殺
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

戦
後
の
学
制
改
革
で
、
新
制
の
中
学

校
や
高
等
学
校
も
創
立
に
伴
い
、
新
し

く
校
歌
制
定
を
必
要
と
す
る
状
況
で
、

多
く
の
学
校
が
先
を
競
っ
て
作
詞
者
・

作
曲
者
を
求
め
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。

②
県
内
の
昭
和
2
3
年
4
月
に
新
制
高

校
創
立
を
同
じ
く
す
る
普
通
高
校
1
0
校

の
校
歌
制
定
状
況
を
調
べ
て
み
て
吉
、

作
詞
・
作
曲
の
い
ず
れ
か
を
校
内
外
に

募
集
か
学
校
関
係
者
へ
依
頼
が
ほ
と
ん

ど
で
、
西
高
と
同
じ
く
両
方
と
も
外
部

へ
依
頼
は
1
校
の
み
で
あ
る
。
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…
色
詣
昆
硝
摘
瑠
作
詞
を

6
～
7
月
に
校
内
募
集
で
3
編
を
選

出
し
た
も
の
の
決
定
的
な
賛
同
が
得
ら

れ
ず
、
専
門
家
へ
依
頼
と
な
り
、
9
月

に
は
再
び
風
巻
教
授
へ
作
詞
を
依
頼
す

る
こ
と
を
小
谷
校
長
は
決
断
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
。

特
に
こ
の
年
は
、
春
の
選
抜
高
校
野

球
大
会
で
準
決
勝
ま
で
進
出
し
な
か
ら

己
校
歌
が
な
い
た
め
、
甲
子
園
球
場
に

2
回
（
旧
制
壇
浦
中
学
校
の
校
歌
が
流

れ
た
）
（
久
保
山
亮
市
民
・
4
回
生
・
中

堅
手
と
し
て
出
場
）
　
こ
と
は
、
教
職
員

や
生
徒
に
校
歌
の
な
い
悲
哀
を
味
わ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
年

の
夏
も
甲
子
歯
に
出
場
す
る
健
闘
を
示

し
た
に
も
か
か
ら
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
前
面
に
出
た
の
が
小
谷
校

長
と
推
測
さ
れ
る
。
①
小
谷
校
長
は
東

京
帝
大
・
文
・
倫
理
学
科
卒
業
で
、
文

学
部
で
は
風
巻
教
授
の
1
年
先
輩
と
い

う
同
窓
の
強
み
が
あ
っ
た
は
ず
。
も
ち

ろ
ん
、
②
こ
の
年
3
月
に
西
高
を
離
任

し
た
天
理
大
学
教
授
の
門
前
先
生
に
は
、

小
谷
校
長
か
ら
改
め
て
風
巻
教
授
へ
の

作
詞
依
頼
の
力
添
え
を
栢
ま
れ
た
こ
と

は
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
③
春
夏
に
甲
子
園
を
沸

か
し
た
西
高
野
球
の
活
躍
ぶ
り
が
、
風

巻
教
授
の
作
詞
へ
の
心
を
く
す
ぐ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
折
し
も
、
こ

の
夏
ご
ろ
か
ら
灰
缶
勝
彦
が
唄
つ
「
野

球
小
僧
」
が
全
国
に
広
ま
っ
た
。

④
そ
の
風
巻
教
授
は
、
8
月
に
軽
い

眼
底
出
血
の
た
め
、
9
月
に
か
け
て
層

雲
峡
に
あ
る
病
院
で
療
養
さ
れ
て
い
た

に
己
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
て
風
巻
教
授
は
作
詞
を
受
諾

し
、
1
0
月
1
0
日
に
（
午
前
中
、
長
崎
西

高
校
の
歌
つ
く
る
）
、
1
2
日
に
（
今
、

長
崎
の
校
歌
何
と
か
形
つ
け
、
中
央
局

に
出
し
て
、
汽
車
に
の
り
ま
す
。
ほ
っ

と
し
ま
し
た
）
と
風
巻
教
授
は
日
記
と

書
簡
に
記
載
し
て
い
る
。

3
0
校
余
り
の
校
歌
作
詞
の
う
ち
、
北

海
道
以
外
で
は
長
崎
西
高
と
東
京
の
女

学
院
（
の
ろ
、
校
名
改
称
の
た
め
校
歌

は
変
更
）
だ
け
で
、
別
に
東
京
新
宿
の

小
学
校
1
校
に
過
ぎ
な
い
。
遠
く
離
れ

た
西
高
の
校
歌
を
引
き
受
け
ら
れ
た
の

は
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う
。

ト
甲
∵
∴
∵
∴
㍉

作
曲
者
の
東
京
芸
術
大
学
の
長
谷
川

良
夫
教
授
は
作
詞
書
風
巻
教
授
の
5
歳

年
下
で
、
①
両
者
は
す
で
に
栃
木
県
師

範
学
校
の
校
歌
を
作
り
上
げ
た
仲
で
あ

り
、
②
翌
年
の
昭
和
2
2
年
5
月
3
日
に

は
日
本
国
憲
法
発
布
記
念
式
典
後
の
帝

国
劇
場
で
の
祝
賀
会
で
、
風
巻
教
授
作

詞
の
「
偉
い
怠
る
朝
」
を
長
谷
川
教
授

が
作
曲
し
、
演
奏
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
③
両
教
授
が
コ
ン
ビ
と
怠

っ
て
制
作
し
た
校
歌
は
北
海
道
の
高
校

に
5
校
あ
る
。

（
国
語
を
専
攻
し
た
者
な
ら
藷
知
ら
ぬ

者
は
な
い
国
文
学
者
）
　
（
塚
野
克
己
先

生
）
の
風
巻
教
授
か
ら
紹
介
が
あ
っ
た

（
長
谷
川
先
生
は
「
風
巻
先
生
の
歌
詞

な
ら
是
非
に
作
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

話
さ
れ
た
）
　
（
山
西
（
荒
木
）
美
佐
子

先
生
・
3
回
生
）
そ
う
だ
。

風
巻
教
授
も
（
自
分
の
歌
詞
に
最
も

適
し
た
最
高
の
曲
で
あ
る
）
と
長
谷
川

教
授
の
作
曲
を
絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
。

臼
鐙
艶
純
ス
鰐
用
な

今
春
の
東
京
大
入
試
で
西
高
と
同
じ

く
6
人
の
合
格
者
を
出
し
た
札
幌
西
高

の
校
歌
は
、
風
巻
教
授
の
作
詞
（
作
曲

は
別
人
）
　
に
よ
る
も
の
で
、
2
番
に
は

（
自
律
の
園
に
咲
き
に
ほ
へ
）
と
あ
り
、

学
校
の
要
望
な
の
か
3
番
の
最
後
に
は

（
西
高
校
）
と
あ
る
。

し
か
し
、
風
巻
教
授
が
作
詞
し
た
校

歌
を
調
べ
て
い
く
と
、
①
「
校
名
」
が

あ
る
の
は
3
校
の
み
で
、
校
名
を
つ
け

な
い
の
は
風
巻
教
授
の
好
み
に
よ
る
も

の
か
。
2
校
に
「
自
律
の
園
」
、
3
校
に

「
陣
を
あ
げ
よ
」
の
文
言
が
あ
る
。

ま
た
、
②
小
谷
校
長
の
（
悠
揚
せ
ま

ま
ら
ぬ
温
容
と
高
い
識
見
の
も
と
で
、
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昭和23（1948）11．1長崎東・長崎西が創立

昭和24（1949）11．1長崎乗が校歌発表

昭和25（1950）

7．25　竹の久保に新校舎完成し、移転完了

12．7　校歌制定委員会を設置

風巻票次郎教授へ作詞依頼　≪l≫

昭和26（1951）

4．8　選抜高校野球大会で準決勝進出

1匡】戦・準々決勝の勝利に壇中校歌を使用

6．13　作詞を校内募集　≪日≫

7．5校内締切　7．7予選　7，93歌詞選出

7．18　作詞・作曲を専門家へ依束頁決定

8　全国高校野球選手権大会で1回戦敗退

9．15　風巻貫次郎教授へ再び作詞依束頁　≪＝≫

10．10～10．12　風巻買次郎教授が作詞

10．25　長谷川良夫教授へ作曲依頼　≪lV≫

12．11　校歌練習

12．14　生徒に校歌披露・校歌制定　≪∨≫

昭和27（1952）

2．25　第4匝］卒業式で校歌発表
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自
由
と
自
律
を
尊
重
し
、
学
問
を
愛
し

た
）
　
（
林
田
光
晴
先
生
）
と
い
う
教
育

信
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
校
歌
も
自
律
と
同
じ
で
年
を
と
れ
ば

と
る
ほ
ど
良
さ
を
感
じ
ま
す
。
西
高
の

校
歌
に
は
品
格
を
感
じ
ま
す
）
　
（
田
中

直
英
氏
・
1
4
回
生
）

い
ず
れ
に
し
て
吉
、
西
高
校
歌
「
眉

秀
で
た
る
若
人
よ
」
を
歌
う
こ
と
の
で

き
る
卒
業
生
と
し
て
、
門
前
先
生
、
風

巻
教
授
、
長
谷
川
教
授
、
そ
し
て
小
谷

校
長
に
よ
る
人
間
関
係
か
ら
校
歌
制
定

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
蔓
」
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
西
高
に
と
っ
て
誠
に
幸
運
で

あ
っ
た
と
私
は
思
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
創
立
3
年
4
か
月
後
に

行
わ
れ
た
4
回
生
の
卒
業
式
に
お
い
て
、

西
高
の
校
歌
は
晴
れ
や
か
に
日
の
目
を

見
る
時
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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校歌　　眉秀でたる若人よ
作詞　見　巷　★次郎（当時北海道大学教授）

作曲　長谷川　良　夫（当時要素芸術大学教授）

校歌は・本校野球部が甲子事に出場したのを期に．昭和26年12月に制定された。作詞

者の風巻先生は長谷川先生に作曲を評して，「自分の作詞に最も透した兼高の曲で禿る」
と絶暮された。詞の中に「西木」の校名がなく．新しい時代の理想と志の高さを感じさ
せる校歌である。

快活に賽しく
」監ユ糾

み　そ　あ　け　一上 は　て　と　お　　　く

し　　　　　お　か　の　う　　　え
コ■・

＞　　　　　　　＞　　　　　＞　　　　　　　「■

ころはさよ　くり　ん－として　ま　ゆひいでた　るわ　こ　－うどよ　じ、

31

3－　　　　　　　＞

りつのその　幸手　も　らfや　　じ　りつのそのを　ま　も　らfや

あ　　　あ　　　しんせいの　　　　う　た こ　え　　　に

や　ま　　やま　－　よ　　　　こ　　だ　ま　せ　　　よ

夏

髪

蚤

を

纂

㌃

墓

校
　
　
歌

■
秀
で
た
i
　
若
人
J

一
陣
を
あ
げ
よ
　
涯
遠
く

よ
か
が
や
か
し
　
丘
の
上

こ
こ
ろ
は
清
く
凛
と
し
て

眉
秀
で
た
る
　
若
人
よ

叢
自
律
の
鹿
を
　
ま
も
ら
す
や

あ
あ
薪
世
の
　
歌
声
に

わ
が
山
々
よ
　
こ
だ
ま
せ
よ

こ
　
明
る
さ
字
魔
の
　
窓
ひ
ろ
く

．－・■一自
重
に
映
る
　
空
背
し

眼
は
ひ
ろ
く
　
陰
翳
な
く

自
由
に
た
て
る
　
創
造
の

棄
叡
智
は
薫
る
　
か
ん
は
し
く

■
，
一
ソ
▲

あ
あ
事
々
し
　
学
舎
に

行
く
白
雲
よ
．
ほ
ほ
笑
め
よ

一　．

三
　
入
江
は
深
さ
　
新
潮
に

世
界
の
船
の
　
集
い
き
て

文
化
の
黎
明
　
あ
ら
し
め
し

歴
史
は
雷
り
ず
　
永
遠
に

灘
平
和
の
鐘
は
　
鳴
り
つ
づ
く

あ
あ
美
し
き
　
長
崎
の

夢
あ
た
ら
し
く
　
花
咲
け
よ


